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肉眼 で の 視認 が 難し い の で スキ ャ | | [ | 上 ( “ 朋 。。 。 『。。 。 。 目 消 交 剤 を 最大 まで 吸引 する と 、 小 
ナ の ルー ペ 機 能 を 使う 。 患部 が 処 ck | 陸生 光信 00 | こさ 炎症 な ら 一 度 に 4 つま で 沿 控 
置 し ゃ すい 位置 で 固定 し よう 。 ーー ” 。 | | 軸 ] | i 村 3 誠 壮 圭 凍 衣 ) で きる 。 手早く すま せよ う 。 
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血 だ まり が 発生 し た ら す ぐに 吸引 。 つつ FT ] + ーー 次 の 処置 に 入る まえ に バイ タル を 


_ | と 0 論 0? その 下 に あぁ る 患部 を 露出 させ な い | II 、 馬 昔 時 し て お く 。 この 手順 は 基本 と 
る と 、 麗 置 が で き な い 。 ーー . 王位 し て 邊 に つけ て お さ た い 。 
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レー ザー 痕 を 治療 (レー ザー 痕 っ P22) 

ちい さ な 坊 い 突起 物 を レー ザー で | 凌 の 上 ーーー トキ し | | 4 , Er | 、 置 1-2 の 手術 で 使用 し た ポー ウェ ル 
すべ て 焼却 。 照射 は 正確 に 行 な | 組 『 ーー | 壮 呈 緒 人 ia 放 | 法 で 腫瘍 の 摘出 を 行なう 。 手順 を 
わな いと 出血 を 引き 起こ す 。 | 二 SO 腫瘍 を 切り 取る (腫瘍 っ P27) | 、 呈 間 品 2 人 9 忘れ た 場合 は 、21 ペ ー ジ を 参照 。 
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焼却 し た あと に で きる 穴 は 、 ヒ ー ル | 伯 科 3 "i me ] | 1 1 も よ も も 1 EE | 4 PD "5 " 中 摘出 する 腫瘍 の 数 は 4 つ 。 バイ タ 


ー 過 を 繰り 返し て 腫瘍 X4 を 取り 除く い 、 紛 ) 机 ) ル が 下がり すぎ な いよ うに 回 復 を 
ノ | 、 背 織 半 較 肖 議 行 な いつ つ 、 す べ て 摘出 する 。 
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In 7 *[ フ Fi ーーー ご ーーーーー _ 論 の っ の 0 ま さん 0 A 1 ゼリー を 広範 囲 に 塗っ て 、 い っ き に | | 蘭 識 識 
2 や を 繰り 返し て 4 ヵ所 の ボリ プ を 、 し と < 時 3 a a まとめ て ふさ ぐ と いい 。 | の | am | ( 9 ) 
すべ て 処置 ( 小 腫 場 >P22) ーー i ーー ) | 障 六 六 (一 場 >P27) 


The patient is savedl! 
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処置 が 終わ っ た ら ル ー ペ を 解除 。 
次 の 患部 へ 移動 し て 再び ルー ペ 
で 拡大 表示 し 、 処置 を 進め よう 。 


腫瘍 を エコ ー で 探査 。 単純 に 10 
回 エコ ー を 行なえ ば 完了 だ が 、 い 
ち お う 術 野 全 体 を 調べ る よう に 。 


エコ ー 機 能 で 患部 を 調査 X10 ヵ所 
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バイ タル 低下 時 は 回 復 剤 を 投与 。 穫 Lm The patient is 
焼却 痕 に ヒー ル ゼ リー を 多め に 塗 
っ て お け ば 、 そ の 手間 は 省け る 。 
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